
成田市消防団第2分団第8部部長
大野 慎也さん（飯田町）

自分が成長できる場所

　消防の仕事への憧れから消防団に入団しました。活動して
いると、自分たちのまちは自分たちで守らなければという使
命感が湧いてくるので、責任感が強くなりました。消火活動
などでは大変なこともありますが、地域の人から「ありがと
う」「ご苦労さま」と言われたときは活動していて良かったと
感じます。消防団は人間的にも大きく成長できる場だと思い
ますので、皆さんの入団を待っています。

消防団員インタビュー

専
門
職
員
で
す
。
一
方
、
消
防
団
員
は

主
に
地
域
に
住
む
人
た
ち
で
、
日
頃
は

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
持
っ
て
働
い
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
火
災
な
ど
が
発
生
し
た
際
に

自
宅
や
職
場
か
ら
災
害
現
場
へ
駆
け
付

け
、
消
火
・
救
助
活
動
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
地
域
に
お
け
る
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
使
命
感
の
下
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
防
災
の

要
が
消
防
団
で
す
。

消
防
団
の
構
成

　
11
月
1
日
現
在
、
成
田
市
消
防
団
は

12
分
団
95
カ
部
で
構
成
さ
れ
、
1
、
4 

3 

3
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

20
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車

74
台
の
車
両
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動

　
消
防
団
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
の

現
場
で
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
人
命

救
助
や
避
難
誘
導
、
二
次
災
害
の
防
止

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
動
し
ま

す
。

　
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
と
き
で
も

火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
火

災
予
防
の
広
報
活
動
や
応
急
手
当
て
の

指
導
、
住
宅
へ
の
防
火
指
導
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
す
。

災
害
時
の
活
動

◦
火
災
の
消
火
活
動
や
支
援
な
ど

◦
火
災
鎮
火
後
の
警
戒

◦
風
水
害（
台
風
・
集
中
豪
雨
・
洪
水
）

な
ど
へ
の
警
戒

災
害
時
以
外
の
活
動

◦
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
啓
発
活
動

◦
夜
警
な
ど
年
間
を
通
し
て
の
警
戒
活

動
◦
消
火
活
動
や
人
命
救
助
の
訓
練

◦
出
動
に
備
え
た
機
械
・
器
具
の
点

検
・
整
備

※
く
わ
し
く
は
消
防
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
9
0
）へ
。

消
防
団
と
は

　
火
災
が
起
き
た
と
き
、
消
防
車
で

さ
っ
そ
う
と
駆
け
付
け
る
消
防
職
員
と

消
防
団
員
。
皆
さ
ん
は
そ
の
違
い
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
消
防
職
員
は
、
消
防
署
に
勤
務
す
る

私
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
ヒ
ー
ロ
ー

成
田
市
消
防
団

地
域
を
守
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
災
害
現
場
に
い
ち
早
く
駆
け
付
け
る
消
防
団
。
身
近
で
頼
も
し
い
存

在
で
あ
る
消
防
団
は
、
私
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

災害に対応できるよう訓練

　成田市消防団では、地域を守る消防団員を募集して
います。市内在住・在勤・在学の18歳以上で、熱意
のある健康な人なら誰でも入団できます。団員には活
動服が貸与されるほか、年間報酬や出勤した際の手当
などが支給されます。活動に興味を持った人は、消防
総務課（☎20-1590）へ問い合わせてください。
女性消防団員も随時募集中
　平成29年4月1日に消防団女性部が新たに発足し、
地域防災力のさらなる向上を目標に掲げ活動を開始し
ました。女性部は、住民に対する応急手当ての指導や
火災予防啓発活動を行うなど、さまざまな場面で活躍
しています。

あなたの力が必要です
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